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■
屋
敷
を
物
語
る
遺
構　
現
在
、
こ
の
地

は
商
業
施
設
、
住
宅
、
倉
庫
等
の
市
街
地

に
な
っ
て
い
ま
す
が
当
時
の
屋
敷
遺
構
が

い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
め
が
図
１
の
屋
敷
の
神
社
、
三
峯

神
社
で
す
。
商
業
施
設
の
南
東
に
移
設
さ

れ
、
い
ま
も
日
比
谷
健
次
郎
家
の
ご
子
孫

（
後
述
）
が
守
っ
て
い
ま
す
。
も
と
の
位
置

は
図
２
が
参
考
に
な
り
ま
す
。
明
治
時
代

の
屋
敷
図
で
、
社
殿
は
北
西
角
に
描
か
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
建
物
は
昭
和
に
改 

　

日
光
街
道
（
国
道
四
号
線
）
と
環
七
通

り
が
交
差
す
る
梅
島
陸
橋
の
南
東
に
大
型

の
商
業
施
設
が
あ
り
ま
す
（
足
立
区
中
央

本
町
五
‐
五
‐
十
四
）。
こ
こ
か
ら
南
の
バ

ス
通
り
に
か
け
て
の
エ
リ
ア
が
、
幕
末
明

治
の
郷
士
、
日
比
谷
健
次
郎
の
屋
敷
が
あ
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
北
辰
一
刀
流
の
道
場
主

で
あ
り
、
小
右
衛
門
新
田
を
中
心
と
し
た

大
土
地
経
営
者
で
、
館
の
よ
う
な
大
き
な

屋
敷
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
こ
の
日
比

谷
家
の
屋
敷
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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図
１　

日
比
谷
家
屋
敷
の
神
社
の
祠
と
手
水
鉢　

中
央
本
町
五
丁
目
に
あ
る
大
型
商

業
施
設
の
南
側
に
あ
る
。
三
峯
神
社
で
、
か
つ
て
の
屋
敷
の
北
西
角
の
築
山
に
あ
っ

た
。
建
物
は
後
に
改
築
し
て
現
在
地
に
移
さ
れ
て
い
る
。

（１）

大久保家資料の紹介⑦大久保家資料の紹介⑦
お化け煙突６０年　発電のしくみと装置② …お化け煙突６０年　発電のしくみと装置② … P4P4

図
２　

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
日
比
谷
健
次
郎
の
屋
敷
図
（
宍
戸
頼
母
作
）　

堀
が
め
ぐ
っ

て
い
る
。
上
（
北
）
の
堀
が
現
在
の
環
七
通
り
付
近
、
下
（
南
）
の
門
の
あ
る
あ
た
り
が
栗

島
住
区
セ
ン
タ
ー
バ
ス
停
（
綾
瀬
駅
方
面
）
付
近
。
南
北
約
一
〇
〇
ｍ
、
東
西
は
北
辺
で
約

八
八
ｍ
、
南
辺
で
約
七
〇
ｍ
の
規
模
で
あ
る
。

文
化
遺
産
を
伝
え
る
史
跡
④

 

幕
末
明
治
・
日
比
谷
家
屋
敷
の
遺
構
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P3P3大正・千住の名士たち …大正・千住の名士たち …
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平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
）、
日
比
谷
新

右
衛
門
家
（
健
次
郎
の
家
）
の
遺
産
を
受

け
継
い
だ
日
比
谷
二
朗
氏
（
歯
科
医
。
日

比
谷
歯
科
ほ
か
運
営
）
は
、
前
掲
の
三
峯

神
社
の
移
設
や
石
垣
の
保
存
を
行
い
、
さ

ま
ざ
ま
な
歴
史
・
美
術
・
生
活
文
化
資
料

の
整
理
と
調
査
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
翌
二
七
年
は
じ
め

に
は
同
族
の
日
比
谷
平
左
衛
門
家
の
ご
子

孫
、
日
比
谷
孟
俊
（
た
け
と
し
）
氏
（
元

慶
應
義
塾
大
学
教
授
、
現
、
実
践
女
子
大

学
研
究
員
）
と
研
究
を
開
始
し
ま
す
。
同
年
、

日
比
谷
家
を
お
訪
ね
す
る
機
会
が
あ
り
日

比
谷
二
朗
、
孟
俊
の
両
先
生
の
研
究
活
動

に
当
館
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
平
成
二
八
年
に
は
「
足
立
に
お

け
る
郷
士
の
歴
史
と
文
化
に
関
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
発
展
、
先
述
の
木
材
の

年
代
特
定
も
同
会
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

慶
應
義
塾
大
学
の
井
奥
成
彦
研
究
室
と
と

も
に
郷
土
博
物
館
や
慶
應
義
塾
大
学
な
ど

を
会
場
と
し
て
、
十
回
を
超
え
て
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
博
物
館
で
は
こ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
協
働
で
、
コ
ロ
ナ
禍
中
で
し

た
が
『
名
家
の
か
が
や
き
』
展
（
二
〇
二
〇

年
）
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
し
ま
し
た
。

■
広
が
る
関
心　
こ
う
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
展
覧
会
で
注
目
さ
れ
た
日
比
谷
家
の
伝

来
資
料
は
、
思
い
が
け
な
い
広
が
り
を
見
せ

て
い
ま
す
。
こ
の
中
央
本
町
の
日
比
谷
家
屋

敷
が
保
存
、
伝
来
し
た
文
化
遺
産
の
一
つ
、

『
和
獨
對
訳
字
林
』
の
刊
行
に
関
す
る
調
査

研
究
で
す
。
い
ま
ド
イ
ツ
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
な

　

発
掘
調
査
で
地
下
数
ｍ
の
深
さ
ま
で
石

垣
が
続
い
て
お
り
、
さ
ら
に
最
下
部
に
ケ

ヤ
キ
材
を
置
い
て
石
垣
を
支
え
る
構
造
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
最
下
部
か

ら
見
つ
か
っ
た
木
材
に
つ
い
て
、
調
査
研

究
を
進
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
後
述
）

に
お
い
て
、
こ
の
木
材
の
年
代
を
酸
素
同

位
体
比
法
で
調
査
し
た
結
果
、
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
と
判
明
し
、
発
見
さ
れ
た
石

垣
が
幕
末
期
に
築
造
さ
れ
た
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。
明
治
初
年
の
絵
図
に
描
か
れ

た
日
比
谷
家
の
屋
敷
は
、
館
の
よ
う
な
構

造
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
幕
末
期
に
整

備
さ
れ
た
こ
と
が
地
中
の
資
料
か
ら
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
幕
末
維
新
期
の
歴
史
を
伝
え

る
た
め
、
日
比
谷
家
で
は
石
垣
の
一
部
を

保
存
、
商
業
施
設
の
南
西
側
に
移
築
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
図
４
。

■
日
比
谷
健
次
郎
と
ご
子
孫　
日
比
谷
健

次
郎
の
家
は
、
家
号
を
「
山
大
」、
通
称
を

「
新
右
衛
門
」
と
い
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代

初
め
の
小
右
衛
門
新
田
の
開
発
人
の
一
人
、

日
比
谷
小
左
衛
門
を
祖
と
す
る
一
族
で
す
。

　

日
比
谷
健
次
郎
は
、
北
辰
一
刀
流
の
道

場
主
で
あ
り
、
幕
末
の
動
乱
期
に
は
幕
府

旗
本
家
族
の
受
け
入
れ
や
、
御
用
金
の
運

用
な
ど
も
行
っ
た
郷
士
と
し
て
活
躍
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）

に
は
日
本
初
の
本
格
的
和
独
辞
書
『
和
獨

對
訳
字
林
』
を
義
父
の
加
藤
翠
渓
（
三
郷

市
戸
ヶ
崎
）
と
刊
行
し
、
そ
の
名
を
残
し

て
い
ま
す
。

築
さ
れ
た
そ
う
で
す

■
正
門
と
石
垣　
前
掲
の
屋
敷
図
に
描
か
れ

た
南
側
の
門
と
堀
の
部
分
を
拡
大
し
た
の
が

図
３
で
す
。
図
の
右
側
に
は
薬
医
門
と
お
ぼ

し
い
正
門
が
あ
り
、
左
右
に
塀
が
あ
り
、
そ

の
ま
ま
堀
の
石
垣
の
上
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
。
屋
敷
図
全
体
図
２
を
み
る
と
、
堀
は
南

側
、
西
側
、
北
側
の
三
方
に
回
り
、
東
側
の

北
部
に
も
一
部
入
っ
て
い
ま
す
。
石
垣
も
堀

に
沿
っ
て
確
認
で
き
ま
す
。

　

こ
の
象
徴
と
も
い
え
る
正
門
と
塀
は
失
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
石
垣
は
幸
い
近
年
ま
で

残
さ
れ
て
お
り
、
先
述
の
商
業
施
設
建
設
工

事
の
折
に
確
認
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（２）

図
３
（
上
）
屋
敷
図
の
正
門
と
堀
、
石
垣
が

あ
る
南
側
部
分
の
拡
大
。

図
４
（
左
）
移
築
保
存
さ
れ
て
い
る
石
垣
。
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仲
町
）
の
地
に
あ
っ
た
大
店
で
す
。
幸
三

郎
氏
は
写
真
撮
影
の
翌
年
に
発
生
し
た
関

東
大
震
災
の
時
、
南
足
立
郡
千
住
町
長
で

震
災
の
復
興
に
尽
く
し
ま
し
た（『
大
震
災

千
住
町
写
真
帖
』、
千
住
町
庶
務
課
、
大
正

十
三
・
一
九
二
四
年
）。

　

大
正
の
千
住
の
名
士
た
ち
が
箱
根
に
旅

行
し
た
と
き
の
一
枚
の
写
真
は
、
当
時
の

町
の
人
々
の
結
束
力
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

た
家
で
す
。
京
都
大
学
の
歴
史
学
者
、
内

田
銀
蔵
も
こ
の
家
の
人
で
す
。

⑤
若
田
太
右
衛
門　

千
住
仲
町
の
畳
屋
薬
の

ご
当
主
で
す
。
当
館
で
開
催
し
た
展
覧
会
で

ご
紹
介
し
て
い
る
千
住
の
琳
派
絵
師
、
村
越

向
栄
と
交
流
し
、
作
品
を
は
じ
め
向
栄
と
の

交
流
や
薬
問
屋
の
資
料
を
伝
来
し
ま
し
た
。

⑥
山
崎
雅
吉　

戦
前
、
千
住
仲
町
に
あ
っ
た

敷
物（
当
時
）
の
山
崎
商
店
の
ご
店
主
で
す
。

　

戦
後
、
商
店
は
千
住
二
丁
目
に
移
り
ま

す
。
先
代
の
山
崎
健
さ

ん
は
、
郷
土
と
し
て
の

千
住
町
に
つ
い
て
造
詣

が
深
く
、
博
物
館
も
多

く
の
ご
教
示
を
賜
り
ま

し
た
。

⑦
河
合
欣
三
郎　

千
住

の
名
酒
と
し
て
知
ら
れ

た
河
合
の
白
酒
の「
酒

醸
造
」
と「
卸
」
の
商

店
の
御
主
人
で
す
。
欣

三
郎
氏
は
そ
の
白
酒
を

発
展
さ
せ
た
人
物
で

（『
足
立
史
談
会
だ
よ

り
』
四
〇
三
号
、
足
立

史
談
会
）、
東
京
大
学

の
経
済
学
者
河
合
栄
治

郎
の
実
家
で
す
。

⑧
加
藤
幸
三
郎　

千
住

仲
町
に
あ
っ
た
米
穀
問

屋
、
鈴
幸
商
店
の
店
主

で
す
。
現
在
の
足
立
区

役
所
千
住
庁
舎（
千
住

　

本
誌
６
６
５
号
で
紹
介
し
た
大
久
保
家

の
古
写
真
に
つ
い
て
千
住
仲
町
の
相
川
謹

之
助
さ
ん
、
長
谷
川
浩
平
さ
ん
か
ら
情
報

が
寄
せ
ら
れ
、
大
正
十
一（
一
九
二
二
）
年

当
時
の
千
住
の
名
士
た
ち
の
写
真
で
あ
る

こ
と
が
判
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

下
段
に
掲
載
し
た
写
真
の
右
か
ら
ご
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

①
金
坂
芳
太
郎　

千
住
仲
町
に
あ
っ
た
江
戸

時
代
か
ら
の
老
舗
、「
松
う
な
ぎ
」
の
店
主

で
す
。
同
店
に
は
水
戸
家
の
当
主
も
立
寄
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す（『
千
住
總
覧
』
む

さ
し
新
聞
社
、
昭
和
六
・
一
九
三
一
年
）。

②
大
久
保
伊
助　

本
連
載
の
資
料
所
蔵
者

の
ご
先
祖
、
千
住
四
丁
目
の
地
漉
紙
問
屋
・

紙
屋（
紙
問
屋
）
の
ご
当
主
で
す
。
多
彩
な

作
品
や
古
文
書
を
伝
来
し
た
家
で
す
。

③
横
山
佐
助　

同
じ
く
千
住
四
丁
目
の
地

漉
紙
問
屋
・
松
屋
、
い
ま
も
往
時
の
姿
を
伝

え
る
横
山
家
住
宅
の
当
時
の
ご
当
主
で
す
。

谷
文
晁
や
狩
野
壽
信
の
作
品
を
は
じ
め
古

文
書
・
古
記
録
を
伝
来
し
た
家
で
す
。

④
内
田
與
兵
衛　

江
戸
時
代
の
川
魚
仲
間

以
来
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
千
住
仲
町
の
川

魚
問
屋
・
鮒
與
の
ご
当
主
で
す
。
酒
井
抱
一

が
デ
ザ
イ
ン
し
た
原
羊
遊
斎
の
酒
合
戦
大

盃
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
遺
産
を
伝
来
し

ど
、
国
外
か
ら
の
研
究
参
加
も
は
じ
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

図
５
は
今
年
七
月
十
四
日
に
ハ
ン
ガ

リ
ー
大
使
館
文
化
部
、
リ
ス
ト
・
ハ
ン
ガ

リ
ー
文
化
セ
ン
タ
ー
の
主
催
（
会
場
＝
港

区
麻
布
十
番
の
同
セ
ン
タ
ー
）
で
日
比
谷

健
次
郎
ら
が
発
行
し
た
『
和
獨
對
訳
字
林
』

の
研
究
報
告
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
一
九
世
紀
か

ら
二
〇
世
紀
初
頭
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ

ン
ガ
リ
ー
帝
国
を
形
成
し
、
影
響
が
あ
る

の
か
、
こ
の
辞
書
の
表
記
方
法
に
ハ
ン
ガ

リ
ー
独
特
の
綴
り
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
研

究
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

日
比
谷
家
は
様
々
な
足
立
の
幕
末
明
治

の
文
化
を
伝
え
、
そ
の
屋
敷
の
遺
構
は
史

跡
と
し
て
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
（
学
芸
員
・
文
化
遺
産
調
査
担
当
係
長
）

（３）

図５　日比谷孟俊氏の講話を聴く参加者

大
久
保
家
資
料
の
紹
介
⑦

大
久
保
家
資
料
の
紹
介
⑦

  

大
正
・
千
住
の
名
士
た
ち

大
正
・
千
住
の
名
士
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　    

郷
土
博
物
館

郷
土
博
物
館
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る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
当
直
主
任
が
箱
番

か
ら
飛
び
出
し
て
き
て
。「
３
・
４
・
６
！
ま

い
か
ぁ
ー
（
埋
火
）
！
」
と
叫
ぶ
。
当
該

缶
前
は
火
消
し
（
埋
火
）
に
突
入
、
他
の

缶
前
は
自
分
の
缶
を
横
目
で
見
な
が
ら
埋

火
の
応
援
で
駆
け
ず
り
回
る
。
い
っ
と
き

の
戦
場
。
よ
う
や
く
安
全
弁
か
ら
の
す
さ

ま
じ
い
音
も
止
み
、
ボ
イ
ラ
ー
建
屋
は
い

つ
も
の
機
械
音
に
包
ま
れ
る
。「
う
ー
う
ん

め
ぇ
ー
」。
デ
ッ
カ
イ
薬
缶
の
水
を
一
気

に
飲
み
干
す
。「
ふ
ぅ
～
」。
安
堵
の
表
情
。

こ
れ
も
い
っ
と
き
の
至
福
の
時
間
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
ボ
イ
ラ
ー
に
水
を
送
る
給

水
担
当
、
ボ
イ
ラ
ー
水
を
汲
み
上
げ
る
水

処
理
担
当
、
地
下
室
の
灰
処
理
担
当
、
記

録
担
当
、
重
油
助
燃
装
置
の
担
当
者
な
ど
、

主
任
以
下
20
名
程
度
の
陣
容
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

つ
づ
く

（boatsw
ain

）
と
呼
ん
で
い
た
の
が
、
日

本
人
の
耳
に
ボ
ー
シ
ン
と
聞
こ
え
、
現
場

を
ま
と
め
る
総
括
者
ク
ラ
ス
に
使
用
し
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

■
缶
前
（
か
ま
ま
え
）　

職
場
は
班
体
制
で

数
種
の
職
務
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
も
多

か
っ
た
の
が
、
一
人
１
缶
担
当
の
ボ
イ
ラ
ー

マ
ン
で
10
人
で
し
た
。
そ
の
人
た
ち
は
缶

の
面
倒
を
み
る
た
め
忙
し
く
働
い
て
い
ま

し
た
が
、
缶
が
落
ち
着
い
て
監
視
業
務
に

入
る
と
ス
ト
ー
カ
ー
の
前
に
陣
取
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
こ
の
作
業
員
を
「
缶
前
」

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　

缶
前
に
と
っ
て
缶
が
順
調
に
動
い
て
い

る
と
き
が
至
福
の
ひ
と
と
き
で
す
が
、
タ
ー

ビ
ン
・
発
電
機
の
異
状
発
生
で
緊
急
停
止

が
あ
る
と
ボ
イ
ラ
ー
の
停
止
が
間
に
合
わ

ず
蒸
気
圧
力
が
上
昇
し
安
全
弁
が
作
動
す

板
、
正
面
奥
に
当
直
主
任
ほ
か
が
詰
め
る

「
箱
番
（
は
こ
ば
ん
）」
と
呼
ぶ
部
屋
が
あ

り
ま
し
た
。

■
箱
番　

語
源
は
不
明
で
す
。
１
・
８
メ
ー

ト
ル
×
４
・
５
メ
ー
ト
ル
程
度
の
汽
缶
室

唯
一
の
部
屋
で
、
３
交
代
勤
務
者
最
高
位

の
当
直
主
任
、
ボ
ー
シ
ン
と
呼
ば
れ
る
主

任
補
佐
の
総
括
者
、
計
器
盤
の
記
録
担
当

者
、
重
油
助
燃
装
置
の
操
作
者
が
詰
め
て

い
ま
し
た
。
こ
の
当
直
主
任
が
箱
の
よ
う

な
狭
い
部
屋
で
番
人
の
よ
う
に
我
々
を
監

視
し
、
に
ら
み
を
き
か
せ
て
い
た
か
ら
な

の
か
な
ぁ
と
推
測
し
て
い
ま
し
た
。

■
ボ
ー
シ
ン　

千
住
火
力
在
籍
時
、
定
年

間
近
の
先
輩
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
昭
和
10
年
頃
は
、
所
長
を
主
任

と
呼
ん
で
お
り
、
そ
の
下
に
は
職

制
が
な
く
、
社
員
で
一
番
給
料
の

高
い
者
が
係
長
級
の
仕
事
を
し
、

そ
の
下
の
一
般
職
の
う
ち
職
場
や

作
業
の
実
権
を
握
っ
て
い
る
者
を

ボ
ー
シ
ン
と
呼
ん
で
い
た
。
そ
の

呼
び
名
の
起
源
は
分
か
ら
な
い
。」

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

建
設
当
初
は
、
船
舶
用
ボ
イ

ラ
ー
の
技
術
を
流
用
し
て
い
た
よ

う
で
、
ア
メ
リ
カ
人
技
術
者
に
も

そ
の
類
の
人
が
い
た
か
も
し
れ

ず
、
水
夫
の
親
方
を
ボ
ー
ス
ン

　
千
住
火
力
発
電
所
の
元
職
員
、
格
和
宏

典
さ
ん
に
文
章
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

■
燃
焼
と
蒸
気
発
生
の
仕
組
み　

貯
炭
場

か
ら
屋
上
階
に
上
げ
ら
れ
た
石
炭
は
、
自

重
に
よ
っ
て
ス
ト
ー
カ
ー
上
に
落
ち
て
き

て
燃
焼
し
ま
す
。
燃
焼
し
た
石
炭
は
地
下

の
水
槽
に
落
ち
消
火
さ
れ
灰
に
な
り
、
ベ

ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
で
地
上
に
送
ら
れ
灰
処

理
場
に
運
ば
れ
ま
す
。

　

燃
焼
し
て
い
る
石
炭
は
、
加
熱
水
管
内

の
水
を
熱
し
て
蒸
気
を
作
り
ド
ラ
ム
に
入

り
ま
す
。
ド
ラ
ム
の
蒸
気
は
水
分
を
多
く

含
ん
で
い
ま
す
か
ら
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
タ
ー

（
加
熱
器
）
で
加
熱
し
、
乾
燥
し
た
蒸
気
に

し
て
ス
チ
ー
ム
レ
シ
ー
バ
ー
（
蒸
気
溜
）

に
送
ら
れ
、
他
の
ボ
イ
ラ
ー
で
作
ら
れ
た

蒸
気
と
と
も
に
タ
ー
ビ
ン
に
送
ら
れ
ま
す
。

　

ボ
イ
ラ
ー
内
へ
の
通
風
は
、
地
下
室
に

あ
る
押
込
送
風
機
で
煙
突
の
吸
引
風
圧
と

の
相
乗
効
果
で
、
燃
焼
に
必
要
な
空
気
を

送
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ボ
イ
ラ
ー
に
は
水
が
必
要
で
す
が
、
給

水
ポ
ン
プ
か
ら
エ
コ
ノ
マ
イ
ザ
ー
（
節
炭

器
）
で
冷
た
い
水
を
温
め
、
ボ
イ
ラ
ー
に

給
水
し
て
い
ま
し
た
。

■
汽
缶
室　

写
真
は
、
汽
缶
Ａ
室
で
、
左

手
前
か
ら
１
～
３
号
、
右
が
４
～
６
号
で

す
。
中
央
に
運
転
を
指
示
す
る
電
光
掲
示 

［図］ボイラー概略図

（４）

［写真］（汽缶）ボイラー

お
化
け
煙
突
60
年  

発
電
の
し
く
み
と
装
置
②


